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●60H区SZlプラン・周溝土層セクション

●60H区東壁土層セクション（図版2）
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100　－・・

SDO3

貝層以外のスクリーントーン

表示は、②⑳は溝堀削などにと

もない排土を盛り上げたベース
士ブロックを多く含む士層、④

はそれの再堆積土、①はペース

土ブロックを含むが、②⑳とは
成因が異なると考えられる土層

である．

これを挟んで大きく上・下層に
分かれる



逆茂木

（1：80）
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図版14／北①

200cm一一●

100－・・

0－・・

SDO4　SDO5

①練物主で灰色砂と互層状に含む

－200cm　②褐色砂貫シルト（檀物を含む）
③灰色砂の互層

⑥褐色砂貫シルト（ペース土を縞状に含む）

⑤灰色砂の互層

⑥褐色砂質シルト（灰色砂がカクラン状にまざる）
⑦灰白色砂がカクラン状に含まれる（水に浮いた油のよう）

⑧褐色砂貫シルト
⑧褐色砂質シルト

⑩褐色砂貫シルト（灰色砂を含む）

⑪⑥と同じ
⑩鴫灰色砂質シルト

⑲点色シルト

⑲⑧と同じ

⑲ベース土の流れ込み（崩土）
⑲灰白色砂がカクラン状に堆積
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SD刀Ⅴ①暗灰色シルト
（診暗灰褐色砂質シルト（植物遺体含む）
③　　〝　　（植物遺体を少し含む）

（動　　〝　　　　　　　〝

⑤　　′′　　　　　　　〟　　　やや砂まじリ
⑥灰褐色砂質シルト
⑦暗青灰色砂質シルト（ペース土の崩1二）
⑥灰褐色砂質シルト
⑨　　　′′　　　（ベースと混入）
⑲灰青色砂質シルト（ベースと混入）
⑪灰色砂
⑲⑨に類似

SD】Ⅲ　⑬暗灰青色砂質シルト
⑲黄褐色砂



東⑤／図版67



図版68／東（む

、

、

＼

＼

＼

＼

＼

凶
－
Z
柑

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

l

l

／

／

／　／一、－

／　　／

′

／

／　‾、

．
＼

＼
t
1
．
．
－
．
t

l

l　　　　　′

l J

＼　　　　l

＼　　　＼

＼

＼

＼

＼

＼

l
、

l
、

＼

＼

．
＼

l
l
l

l

l

1

1
1
1
－凶

N
N
l
の

＼

／

＼

＼

＼

l
、

＼

＼

＼
．
．
1



東（郭／図版69

＼

＼
、
l
J

＼

　

　

　

　

＼

l

r

1

、

、
－
ノ

へ

　

！

寸
l
N
N
S
．
〇

l

1

－

－

－

－

1

1

t

－

1

1

1

1

－

1

－

′

！

（
貫
き
卜
O
N
N
S

（
茶
内
巳
I
）
u
O
N
N
S

へ
亀

0

1
1
1
1
－
－
1
1
1
1
1
1
1
－

凶
く
豊



図版70／東（釦

⑳



SZ222
SZ221

＼

＼



図版72／東⑲

61P区

SZ280

＼

＼

′
－
　
　
　
一

／／

／／

／／

＼＿′

、ヽ了　61N2区 ＋
Q
的
∞
ド
N
l
‖
ゝ

ズ＝－8邑630



図版73

．
（
謬
佐
世
／
重
巾
M
／
只
旺

コ
糖
肛
）
　
㊥
忌
心
両
肘
〆
彗
Ⅲ
畢
肛
e
輿
匝
．
㊥

二
付
つ
刊
玉
条
坦
H
崇
浩
芸
昌
石
／
栗
町
り

刃
二
期
〓
一
個
蔽
崇
早
運
／
彗
周
一
付
腱
へ
匝
牒
∞
○
呂
S
※

（
瀬
）
国
－
∈
貞

（
0
0
1
‥
l
）
八
m
ふ
ヘ
ヤ
哩
丁
翻
堰
凶
N
Z
柑
●

．
㊥
b
刃
討
柘
廿
樹
世
碧
e
⊥
ミ
着
咄
皿
輔
一
二
㊥
将

二
㊥
侭
⊥
ミ
着
咄
皿
服
．
吏
忌
府
粧
謳
竃
刷
畦
e
哩
被
り
一
品
当
判
型

／
せ
り
一
＞
喩
e
興
匝
舶
暇
匝
駐
択
吏
忌
出
刃
隼
付
凶
薯
品
朕
※



図版74／東⑪

＋

Q
R
宮
1
＊

＋ 096tz一＝人



東⑫／図版75



y＝－2乙乃0＋
Q
ト
り
ぜ
匂
－
‖
＊

M
O
M
N
S

虚
も
Q

l
、
1
1
1
－
日
目
日
日

t

I

．

1

－

1

一

．

－

1

1

1

、

l

I

－

－

－

1

＝

l

一

＿

l

＿

　

l

 

l

 

l

t

1

－

－

ノ

．

′

－

－

1

－

－

－

∴

l

＼

、

　

二

＿
＿
1
1
．

＿
l
l
－

＼

1

1

1

1

－

、

1

1

1

＼

　

へ

へ

　

　

　

　

　

‥

－
－
．
r
 
I
－
－
日
日
〓
＝
日
日
－
1
1
1
い
U
、

N
O
M
N
S

図版76／東⑲

＋

ト
の
N
N
S

の
詔
N
S

票
N
N
S

γ＝－2乙乃0

Q
①
叫
び
の
－
＝
＊

l

g
▼



東⑲／図版77

∈

貞　　焉

γ＝－2ス乃0



図版78／東⑲

γ＝－2乙830

Q
的
り
宮
－
‖
ベ

＋



東⑲／図版79

◎
▼．－■

C⊃

くく

（／〕



架
空
苺
的
N
M
N
S



＋

＋

＼



図版82

Q
ト
的
ド
N
I
‖
ゝ

ズ＝－8氏590

SKO5



図版83

ズ＝－8色590

0
、
的
ド
ヘ
ー
‖
ゝ

ーA B－250。n

駐グ
（1：40）

●100

62F区

＋瑚

専
卜ご

くヽ

上x＝一柳
ズ＝－8邑590



図版84



写真図版1

●名古屋環状2号線・国道22号線交差部分

調査中は61E区・61H区・61P区．上が北．
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●60A区・601区

下面遺構群．



写真図版3

●60A区

拡大．
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●60B区

下面遺構群（上方の白点は杭を示す）．
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●60E区

河道の流木群．
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●61A区

拡大　上面遺構群．
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●61A区

拡大（上方の白点は杭を示す）．
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●61E区

下面遺構群．
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●61日区

上面遺構群．谷A河道の流木群．



写真図版13

●61E区南端・61日区北地区

谷Aに沿う南北微高地瑞の下面遺構群．
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●61E区南端・61日区

上面遺構群．
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●61日区

拡大　碁盤目状の溝は土層観察用の溝．
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●61P区

上面遺構群．
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●61T区

方形周溝墓築造以前の小穴列・群．
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●63N区

南半　下面遺構群．
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●89B区

上面遺構群（白線実線が弥生時代後期、破線・点線は中世以降）．
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▲全景（南西から）

、ヽ

▲断面（南西から）

▲断ち割り（南から）

●63A2区ドングリ貯蔵穴SKOl

▲縄文土器（上から）

▲土層セクション

▲貯蔵穴壁面
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●60A区

▲上面遺構群（西から）

▲SDⅣaと貝層（西から）
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（轟から）

谷A北部ト
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えるのは土器片
（河遭IトⅢ？）
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▲上面遺構群（北東から）

▲主体部2（北から）

●60B区方形周溝墓

▲SZlll主体部1（北から）
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▲SKO2土層セクション（北から）

●60E区
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●60E区

▲SDO6aと土器（南東から）

▼調査区南壁（北東から）
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▲SDI中層出土（南から）

SDⅣa sDm▼下面遺構群（西から）
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●61A区SXO2

▲柵の部材（南東から）

棟・逆茂木構築用の溝は、検出時
にはやや凹地状をなし、関連遺物
以外の木製品が多く流入していた。
溝の方向に倒れている部材には本
文で分類したようなa、bの2種

類があり、それら2種で柵が構成
されていたと考える。特に断片化
した枝部分の多くはa、bにとも
なうものであろう。
a、bの遺存に疎密があるのは、
倒壊後に原材として再刊相するた

めに抜き取られたものが多いから
であろう。
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▲上面近景（南から）

●61D区区画部分
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●61E区ヤナ

車ヤナa検出当初（西から）

▼ヤナb近景（責から）
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▲SXOl周辺（北西から）

▲SXOl近景（南東から）

●61E区下面遺構群
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●61H区上面遺構群

61H区北端の谷Aにむかって頼斜する地区では、同一面で中世土
砿群とⅤ・Ⅶ期の遺構が検出されている。
SDⅦはⅤ期の環濠で、Ⅶ期までは埋没しきらない窪地をなして
いた。濠内にはⅤ期～Ⅶ期までの上古が多量に廃棄されている。こ
のSDⅦは、一部急激に蛇行する部分があり、突出部を形成してい
る。突出部の北西には外環濠（SDV、Ⅵ）の切れ目があり、両者が

無関係でないことが知れる。
SDⅦは沿って土塁が存在したか否かについては、写真のように
平坦であるため不明である。
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▲遺構に関わらない例

▲遺構に関わる例（Ⅶ期SBl12）
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▲谷A流木群（北から）

●61H区

車SEO3
本幾日を重ねた井戸枠

（酉から）
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▲61H区（北地区）西部（南から）
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▼SZ173周溝内土器出土状態（西から）

●61Ml区上面遺構群

車方形周溝墓群（責から）

▲SZ177南西コーナー
土器棺SXOl
（南から）
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●61M2区

●61N区

写真図版64

▲SZ237主体部



写真図版65

▲ⅡIa期方形周溝墓とⅣ期方形周溝墓の重複（破壊）

▲SZ208下で検出した擁立柱建物（南から）

●61N2区遺構群
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写真図版66

●61N区
大形方形周溝墓
SZ208

Sz208の甫溝の一部は、県教育

委員会が行った昭和52年度発掘粛
査（写真中央を南北に走る水路部
分の萬査）ですでに検出されてい
た。
しかし、当時は方形周溝墓と断
定するに至る条件になく、その決

定は昭和61年度の当センターによ
る粛査まで得たねばならなかっ
た。
その間に約9年が経過した。



SZ208西周溝ト
出土の鍬

▲竪穴住居群
（西から）

▲SBO3出土の鹿角

▲SBO2（責から）

車SBO2

土層セクション
（西から）
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●61N区

●61P区
下面遺構群

車SBO2

遺物出土状態
（南から）

車岡上
尭掘状態
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●61P区
上面遺構群
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車SZ301北周溝西部下層出土

広鍬未製品

▲

SZ301北周濃西部下層出土鋤
（粛から）

車SZ301北周溝東端下層出土鋤
く北から）

車SZ302西周濃下層出土鍬
（西から）
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●62C区

●62B区

車62B区西部方形周溝墓群（責から）
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写真図版75

●63Al区



写真図版76

●63D区

車下面遺構群（南東から）

▲上面遺構群（南東から）

▼下面遺構群（榔西から）



▲調査区東部（西から）

▲SDO6・07土層セクション（西から）

▼SDO3・04土層セクション（西から）
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▲63G区弥生時代包含層上面検出状態（南西から）

●63G区



写真図版79

●63G区
下面遺構群

白っぽく見える部分

は、ベースの上部砂眉
が露出していることを
示す。
左上方の遺構空自部
分は、黒褐色シルトの
遺存区域である。
砂層が露出するかし

ないかは生活痕跡とし
ての撮乱（遺構形成）の
程度差に関係すること

がこれでわかる。
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▲SB23南西柱穴

●89A区柱穴断面

▼SBO8北西柱穴
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㌔

車SK68土層セクション

車SBO8南東柱穴

●89A区



写真国版85

●89B区上面遺構群

遺構の輪郭を示す白

線は、弥生時代が実線、
中世が破線である。
点線は現代撮乱で、
銅鐸埋納坑はかろうじ

て危機を免がれている。

▲銅鐸埋納坑（矢印）付近

▼環濠の屈曲（責から）
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▲矢印は銅鐸埋納坑（南東から）

▲SD162北周溝土器出土状態（西から）
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●89B区SDⅣ・m土器出土状態
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●89B区SDヱⅤ・m土器出土状態
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●89B区下面遺構群
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▼北東部（北東から）

篭：

▲SB20（責から）
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車89A区SB30
（南から）

463G区SB15

（南から）
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●古墳時代遺構

▲61H区　SXO3

・（東から）
・（南から）

61H区SBlO9ト

・（北東から）
・（北西から）

▼同右須恵器壷出土状態（西から） ▼61H区SZlOOl全景（西から）



●中世土砿群
中世土肱は、一部の区域を除き、統一した
方格区画線があるかのように東西南北の方位
に長軸線を一致させている。

▼89B区中世土砿97（責から）

461H区
（西から）
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